
JP 4176174 B2 2008.11.5

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオビジュアル再生システムにおける記録の選択方法であって、マイクロプロセ
ッサと、種々のアーティストによるデジタル化された録音とデジタル化された録音の各々
に関連するアルバムポケットに対応するグラフィック情報のデータベース（１６）を記憶
する大容量メモリ（２１）と、オーディオ装置と、ディスプレイ手段と、通信システムと
、マイクロプロセッサとオーディオ装置と通信システムの動作の同時処理を可能とするマ
ルチタスクオペレーティングシステムを有し、
　タッチスクリーン（３３）である表示手段により少なくとも２つのウインドウゾーン（
９２，９３）を表示し、前記ウインドウゾーンの少なくとも１つは複数のウインドウを有
し、
　ディスプレイ表示に必要なデータの選択によって、前記少なくとも１つのウインドウゾ
ーン（９３）の各ウインドウ（９３１、９３２、９３３、９３４）へ、各ウインドウに関
連するアルバムポケットの映像を表す大容量メモリ中に記憶されているグラフィック情報
を送ることを含み、対応する録音は、再生システムの大容量メモリ中に記憶されており、
　タッチスクリーン（３３）のインターフェースソフトウェア（１５３）を使用して、１
つのウインドウがユーザにより触れられたときにアルバムポケットの映像を表示するのに
使用する各ウインドウ（９３１、９３２、９３３、９３４）に対して、少なくとも１つの
アクセスのためのアドレスと、大容量メモリ（２１）に保存されたデータベースの情報と
関連付けを行い、
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　アルバムポケットの映像を表示するウインドウ（９３１、９３２、９３３、９３４）の
１つに対応するスクリーン（３３）のローカルゾーンをユーザによりタッチ選択すること
により、そのポケットにより表されるアルバムに関連する情報の実際の選択を起動し、ア
ルバムポケットの映像を表示するために使用したゾーン（９３）とは異なるゾーン内に、
データベース（１６）内の利用可能な録音の再生を開始するためにそのアルバムに含まれ
るタイトルのリストを表示する、ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ウインドウのいずれか一つに触れることによって、ポケットの表示に関連して選択可能
なさまざまなタイトルとともに、対応するポケットが表示され、一つのタイトルの選択は
リストのタイトルのいずれか一つに軽く触れることによって行われ、選択されたタイトル
の実行を制御する動作は英数字パッド（９５）に軽く触れることによって行われることを
特徴とする請求項１に記載のオーディオビジュアル再生システムにおける記録の選択方法
。
【請求項３】
　バンド（９３）の形式のスクリーン（３３）のゾーンは、複数のグラフィック表示用ウ
インドウ（９３１、から９３４）が備えられており、それらウインドウ中に、オーディオ
ビジュアル再生システムで使用可能な同一歌手のアルバムの映像が表示されることを特徴
とする請求項１または２に記載のオーディオビジュアル再生システムにおける記録の選択
方法。
【請求項４】
　スクリーン矢印のバンドまたはゾーンが表示され、矢印の１つに触れるステップによっ
て、矢印に触る前にはウインドウまたは表示用パッド上で表示されていなかったアルバム
の他の映像を通して１つ又は他の方向へスクロールすることができることを特徴とする請
求項３に記載のオーディオビジュアル再生システムにおける記録の選択方法。
【請求項５】
　各ウインドウ中に一つのポケットの映像を表示することが可能であるウインドウゾーン
が、選択基準の表現を含むウインドウゾーンと関連付けされ、そのそれぞれのアドレスが
、ユーザがスクリーンに触れることによって、基準が選択されたときに、これらの基準に
合う情報をデータベースから引き出すことを可能とすることを特徴とする請求項１から４
のいずれか一項に記載のオーディオビジュアル再生システムにおける記録の選択方法。
【請求項６】
　選択基準が十年単位の過去の数十年で構成されていることを特徴とする請求項５に記載
のオーディオビジュアル再生システムにおける記録の選択方法。
【請求項７】
　選択基準がカテゴリ別に構成されていることを特徴とする請求項５に記載のオーディオ
ビジュアル再生システムにおける記録の選択方法。
【請求項８】
　選択基準がインデックスで構成されていることを特徴とする請求項５に記載のオーディ
オビジュアル再生システムにおける記録の選択方法。
【請求項９】
　オーディオビジュアル再生システムであって、
　支払装置に接続されたマイクロプロセッサ装置と、
　圧縮されたデジタル形態の下で、特に、利用される録音と関連する録画を保存するため
の大容量記憶手段と、
　デジタル表示手段およびデジタル音声の再生手段に接続されたインターフェースと有し
、
　タッチスクリーンに接続されたビデオモニタを有し、該タッチスクリーンは、ユーザが
該タッチスクリーンへ接触するときに反応するためにインターフェースプログラムにより
制御されており、このインターフェースプログラムは、組込まれたツールおよびサービス
のライブラリを介して、インターフェースプログラムのモジュールの一つの進行の変更を
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起動するマウス事象としてオペレーティングシステムのためにこれらの接触を解釈するた
めのものであり、
　ビデオモニタは、タッチスクリーン（３３）内に、少なくとも２つのウインドウゾーン
（９２，９３）を表示することを可能とするオペレーションモジュールを有し、ウインド
ウゾーンの少なくとも１つ（９３）は、アルバムポケットの映像を表す複数のウインドウ
（９３１、９３２、９３３、９３４）を有し、各ウインドウ（９３１、９３２、９３３、
９３４）は、大容量メモリ（２１）内に記憶されたデータベース（１６）内の情報に対し
て、少なくとも1つのアクセスアドレスと関連付けられたアルバムポケット映像を含み、
前記インターフェースプログラム（１５３）は、アルバムポケットの映像を表示するウイ
ンドウ（９３１、９３２、９３３、９３４）の１つに対応するスクリーン（３３）のロー
カルゾーンをユーザによりタッチ選択することにより、そのポケットにより表されるアル
バムに関連する情報の実際の選択を起動し、アルバムポケットの映像を表示するために使
用したゾーン（９３）とは異なるゾーン（９２）内に、データベース（１６）内の利用可
能な録音の再生を開始するためにそのアルバムに含まれるタイトルのリストを、ビデオモ
ニタ（６２）のオペレーションモジュールを介して、表示するように構成された、ことを
特徴とするオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１０】
　ウインドウゾーンの少なくとも１つは、ポケットの映像を表す複数のウインドウを有し
、ウインドウの他のゾーンは、スクリーン上に表示された情報に対応する録画または録音
のデータベースを検索するための複数の基準の表示を含む、請求項９に記載のオーディオ
ビジュアル再生システム。
【請求項１１】
　検索基準が、スクリーンでディスプレイ表示することができるウインドウ数に対応する
アルバム数と、それに関連するグラフィック情報の選択であることを特徴とする請求項１
０に記載のオーディオビジュアル再生システム。
【請求項１２】
　データベースのスキャニングが、選択スクリーン上に表示されることができるウインド
ウ数のサイズを増やすことによって行われることを特徴とする請求項１１に記載のオーデ
ィオビジュアル再生システム。
【請求項１３】
　選択基準がカテゴリに対応していることを特徴とする請求項１２に記載のオーディオビ
ジュアル再生システム。
【請求項１４】
　選択基準が規定された時期であることを特徴とする請求項１３に記載のオーディオビジ
ュアル再生システム。
【請求項１５】
　ビデオモニタ（６２）のオペレーションモードは、タッチスクリーン（３３）に少なく
とも２つのウインドウゾーンを表示することを可能とし、
　ウインドウゾーンの１つは、大容量メモリ（２１）に記憶されたタイトルに関連するポ
ケット映像を表す複数のウインドウを有し、これらのウインドウの１つに触れることによ
って、選択されたポケットと、選択されたアルバムの録音のリストと、選択されたポケッ
トの１つと同一演奏者に対応する他のポケットの表示を発生し
　他のウインドウゾーンは、触れるとポケットの映像を通してスクロールすることを可能
とする少なくとも1つのウインドウを含むことを特徴とする請求項９に記載のオーディオ
ビジュアル再生システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、タッチスクリーン型オーディオビジュアル再生デジタルシステムにおける記録
の選択方法および該方法を実施するためのシステムに関するものである。
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【０００２】
このようなオーディオビジュアル再生システムは、一般にカフェやパブに置かれている。
このタイプのシステムは、実際に、ビデオ映像またはビデオクリップのディスプレイ表示
を行うモニタに接続された通常はジュークボックスと呼ばれる音声再生装置で構成されて
いる。そのため、ジュークボックスは、ビデオコンパクトディスクの読取装置とビデオコ
ンパクトディスクのライブラリとを有しており、選択しようとする曲のタイトルをマーク
する予備選択ボタンを備えている。一曲または数曲の予備選択に続いて適切な使用料を支
払うことによって、読取装置中に、選択された曲が含まれているディスクが自動的に装填
されるとともに、システムが始動し、それと同時に、選択した曲のオーディオビジュアル
再生をスタートさせることができる。
【０００３】
こうしたシステムは、高品質であるとともに忠実に再生を行うことができるが、それでも
なお大きな欠点がある。第一の欠点は、ライブラリを保存するために必要な容積に関する
ものである。このことは、結果的にシステムの寸法を大きくしてしまう、つまり場所を取
ることになる。また、これらのシステムは、精密技術を使用する特に機械式の装置に頼っ
ていることから、故障発生率がかなり大きく、それがまた別の欠点となっている。さらに
、ディスクのあらゆる曲が定期的に聴かれるということはめったになく、曲によってはほ
とんど聴かれないということもある。しかしながら、それらの曲を削除するわけにはいか
ない。したがってもう一つの欠点は、これらのシステムを管理し販売する会社は、流通経
路に限られた数の同じディスクを出すので、クライアントに対し一定のローテーションを
強いる。その結果、クライアントは、欲しいディスクが手に入らずに待たされる場合もあ
る。
【０００４】
一方で、国際特許出願ＰＣＴ／ＷＯ　９３　１８４　６５には、電気通信ネットワークお
よびジュークボックスをネットワークに接続するモデムを介して、ジュークボックスの大
容量メモリ中に遠隔ロードされる歌や曲で構成されるデジタル化情報を受取ることができ
るコンピュータ化されたジュークボックスが示されている。この通信システムはまた、デ
ジタル化されたグラフィック情報を表わすファイルの遠隔ロードにも使用でき、歌やグラ
フィックファイルは、それらをネットワークに送る前に圧縮される。次に、ジュークボッ
クスのプロセッサは、それらの圧縮を解除し、グラフィックデータはビデオ回路へ、歌の
データはオーディオ回路へ送ることによって、これらのファイルを活用する。
【０００５】
プロセッサはまた、人間と機械との間のインターフェースを管理する。これらのエレメン
トの管理は、歌を表現しているグラフィック映像を表示し、次に、ユーザによるキーの操
作に応え、さらに、ユーザが、必要な金額を支払ったかどうかを調べ、最後に、必要な金
額が支払われている場合には、その後の演奏のためにファイルに選択結果を入れることに
よって、順を追って行われる。このシステムは、まず第一にグラフィック映像を表示し、
次に歌の演奏を開始するという順でしか動作しない。なぜなら、プロセッサは、論理規則
に従い、同時に二つのタスクを実行することはできないからである。
【０００６】
ユーザによるキーの操作は、ある程度の慣れを必要とすることから、それが誤操作の原因
となり、さらに相当長い選択時間を必要とする。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、汎用性があり、初めてのユーザーでも簡単に使用できる記録の選択方法
を提案することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記目的は、オーディオビジュアル再生システムにおける記録の選択方法であって、スク
リーン中に複数のウインドウを表示し、ディスプレイ表示に必要なデータを選択すること
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によって、ウインドウの各々に対して、大容量メモリ中に記憶され、各ウインドウに関連
するポケットの映像を表現する情報を送ることを含み、対応する録音は、再生システムの
大容量メモリ中に記憶され、さらに、一つのウインドウの各ゾーンに、タッチスクリーン
のインターフェースソフトウェアによって、ユーザがタッチしたウインドウ中にその映像
が現われるアルバムのポケットに関する大容量メモリに保存されたデータベース上の情報
への少なくとも一つのアクセスアドレスが備えられる方法によって達成される。
【０００９】
他の特徴によれば、ウインドウの一つにタッチすることによって、対応するポケット中の
選択可能なさまざまなタイトルとともにそのポケットが表示され、一つのタイトルの選択
は、リスト中のタイトルの一つに軽く触れることによって行われ、演奏は、英数字パッド
に軽く触れることによって行われる。
【００１０】
他の特徴によれば、一つのバンドには複数のグラフィックディスプレイパッドが含まれて
おり、それら中には、オーディオビジュアル再生システム上で使用可能な同一歌手のポケ
ットの映像が表示される。
【００１１】
他の特徴によれば、スクリーンのゾーンまたはバンドが、各端部に矢印を備えており、ウ
インドウまたはディスプレイパッド上に表示されないポケットの他の映像をいずれかの方
向にスクロールさせることができる。
【００１２】
他の特徴によれば、複数のウインドウを含むウインドウゾーンが、各ウインドウ中に一つ
のポケットを表示し、ユーザがスクリーンに軽く触れることによって、システムのデータ
ベースにおける検索基準として表示されている選択基準を利用できるようにする選択基準
の表示を含む一つのウインドウゾーンを関連付けることができる。
【００１３】
他の特徴によれば、選択基準は過去の各１０年単位で構成される。
【００１４】
他の特徴によれば、選択基準はカテゴリ別に構成されている。
【００１５】
別の特徴によれば、選択基準はインデックスで構成されている。
【００１６】
本発明の他の目的は、上記の方法を実施することができるオーディオビジュアル再生シス
テムを提案することにある。
【００１７】
該目的は、支払装置に接続されたマイクロプロセッサ型装置の周りに構築されたオーディ
オビジュアル再生システムであって、利用される録音と録画を圧縮されたデジタル形態で
保存するために、主に、大容量記憶手段を有し、一方、インターフェースを介して、ディ
スプレイ表示デジタル手段と音声再生用デジタル手段とに接続されており、ビデオモニタ
が、ユーザが触れることに応答するようにインターフェースプログラムに関連付けられて
いるタッチスクリーンに接続されており、それはまた、オペレーティングシステムにとっ
て該接触が、ツールとサービスの統合ライブラリを介して、インターフェースプログラム
のモジュールのいずれか一つのスクロールの変更を開始するマウス事象として解釈され、
さらにタッチスクリーンに接続されているビデオモニタの各表示ゾーンが、スクリーンに
表示された情報に対応する音声または映像表現のデータのデータベース中での検索基準に
関連付けられていることを特徴とするシステムによって達成される。
【００１８】
他の特徴によれば、検索基準は、スクリーン上で見ることができるウインドウの数に対応
するアルバム数と、関連するグラフィック情報の選択である。
【００１９】
他の特徴によれば、データベースのスキャニングは、選択スクリーン上で見ることできる
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ウインドウ数のサイズを大きくすることによって行われる。
【００２０】
他の特徴によれば、選択基準はカテゴリに対応している。
【００２１】
他の特徴によれば、選択基準は、所定の時間周期である。
【００２２】
本発明の他の利点および特徴は、添付の図面を参照して、以下例として示す実施形態を読
めば明らかになるであろう。
【００２３】
【発明の実施の形態】
オーディオビジュアル再生システムは、以下に列挙するハードエレメント、これに限定す
るものではないが、を使用することが好ましい。
【００２４】
マイクロプロセッサ型中央処理装置（１）は、高性能のＰＣ互換システムであり、実施の
際には、以下の特徴および記憶手段を有するＩＮＴＥＬ　８０４８６ＤＸ／２型のシステ
ムを使用する。
【００２５】
－　Ｖｅｓａローカルバスとの互換バス
－　プロセッサのキャッシュメモリ：２５６ＫＢ
－　ランダムアクセスメモリ：自己給電式３２ＭＢ以上のＲＡＭ
－　高性能シリアルおよびパラレルポート
－　マイクロプロセッサ型ＳＶＧＡタイプグラフィックアダプタ
－　バスコントローラＳＣＳＩ／２
本発明においては、同等以上の性能を有する他の何らかの中央処理装置も使用することが
できる。
【００２６】
中央処理装置は、音声制御回路（５）、電気通信制御回路（４）、入力制御回路（３）、
大容量メモリ制御回路（２）、ディスプレイ表示手段の制御回路（６）を制御および管理
する。ディスプレイ表示手段は、主に、たとえば高性能および低放射型ＳＶＧＡタイプの
ノンインターレース平面スクリーン型ビデオモニタ（６２）で構成されている。映像（た
とえば、音楽選択アルバムのポケット）、グラフィックまたはビデオクリップの再生のた
めに使用されるのは、このモニタである。
【００２７】
高速および大容量ハードディスクを使用する大容量記憶手段（２１）は、マイクロプロセ
ッサ型装置中に存在している記憶手段に接続されている。これらの手段は、デジタル化さ
れ、圧縮されたオーディオビジュアル情報の保存に役立つ。
【００２８】
中央サーバによって制御されるオーディオビジュアル情報の分配ネットワークとのリンク
を許可するために、少なくとも２８．８Ｋｂｐｓの高速電気通信モデム（４１）あるいは
他の電気通信メディアに接続されている他の何らかの電気通信機器が組込まれている。
【００２９】
音楽選択の音声情報の再生のために、このシステムは、たとえば、Ｃｒｅａｔｉｖｅ　Ｌ
ａｂｓ　Ｉｎｃ．社の「サウンドブラスタ」ＳＢＰ３２ＡＷＥカードタイプのマイクロプ
ロセッサ型マルチメディアオーディオアダプタのようなＣＤ（コンパクトディスク）タイ
プの品質を有する出力を与える、数多くの入力源をサポートするために備えられている音
楽シンセサイザタイプの電気回路（５）に接続されたチューナアンプ（５３）から信号を
受取るスピーカ（５４）を備えている。このアンプにはまた、以下に説明する目的のため
に、２つのメモリバッファ（５６、５７）が付加されている。
【００３０】
同様に、ディスプレイ表示手段の制御回路はまた、以下に説明する目的のために２つのメ
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モリバッファ（６６、６７）を備えている。
【００３１】
換気される、２４０ワットの熱調節された電源が、システムにエネルギーを供給する。こ
の電源は、過電流および過振動から保護されている。
【００３２】
オーディオビジュアル再生システムは、その入力コントローラ回路を（３）を通して、「
表面波の先端テクノロジー」を使用するガラスの被覆パネルならびにＡＴタイプのバスコ
ントローラを含むＥｌｏ　Ｔｏｕｃｈ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｉｎｃ．，社のタッチスクリー
ン（３３）「インテリタッチ」を管理する。このタッチスクリーンは、ビデオモニタ（６
２）またはテレビ受像機のスクリーン（６１）に、クライアントによって使用される多様
な選択情報を表示した後に、さらにシステムの管理者や所有者によって使用される管理お
よび制御情報の表示を可能にする。これはまた、専用のキーボードコネクタを有しており
、インターフェース回路（３）を通してキー付ロック（３２）によって制御されるシステ
ムに接続することができる外部キーボード（３４）と組み合わせてメンテナンスする目的
で使用される。
【００３３】
入力回路（３）はまた、システムと、たとえば以下で構成されている遠隔制御装置（３１
）とを接続している。
【００３４】
－　Ｍｉｎｄ　Ｐａｔｈ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｃ．，社の赤外線遠隔制御装
置、マイクロプロセッサ付システムのための１５個のコマンドキーと映写装置用の８個の
コマンドキーを有している送信器。
【００３５】
－　Ｍｉｎｄ　Ｐａｔｈ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　ｉｎｃ．，社の直列アダプタ付赤
外線受信器。
【００３６】
Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｒｅｊｅｃｔｏｒｓ　Ｉｎｃ．，社の使用料支払装置（３５）はまた
、入力インターフェース回路（３）に接続されている。さらに、コイン、紙幣、ジュトン
、磁気カード、チップ型カードあるいは支払手段を組み合わせたものといったあらゆる支
払い形態の受容を可能にする他の何らかの装置を使用することもできる。
【００３７】
さらに、システムを収納するために、分割可能な外装付のスチール製フレームまたは枠が
備えられている。
【００３８】
これらのエレメントに加えて、ワイヤレスマイクロフォン（５５）が音声コントローラ（
５）に接続され、これによりこのコントローラを、公衆用またはカラオケマシン用の情報
アナウンスのための強力なシステムに変えることができる。同様に、遠隔制御システムは
、管理者が、たとえばバーの奥から以下のようなさまざまなコマンドにアクセスし制御す
ることを可能にする。
【００３９】
－　マイクロフォンの作動／停止コマンド、
－　スピーカの弱音化コマンド、
－　音量制御コマンド、
－　リスニング中の音楽選択のキャンセルコマンド。
【００４０】
交互に、少なくとも４分の１秒の音声に対応する情報を記憶するために、二つのバッファ
（５６、５７）が音声コントローラ回路（５）に接続されている。また、二つのバッファ
（６６、６７）が、交互に、少なくとも１０分の１秒の映像を記憶することができるビデ
オコントローラ回路（６）に接続されている。さらに、各バッファ（４３、３６、２６）
は、コミュニケーションコントローラ（４）、入力インターフェース回路（３）と記憶回
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路（２）の各々に接続されている。
【００４１】
システムのオペレーションソフトウェアは、マルチメディアの世界における広範囲のオー
ディオビジュアル領域に向けられたサービスとツールのライブラリの周りに構築されてい
る。このライブラリは、有利には、コードのマルチプルフラグメントの同時実行を効果的
に許可する高性能マルチタスクオペレーティングシステムを含んでいる。このオペレーシ
ョンソフトウェアは、整然とまたあらゆるコンフリクトを防ぎながら、分配ネットワーク
を介する電気通信リンクの管理、及び、ディスプレイ表示手段および音声再生手段上で実
行されるオペレーションの並列実行を可能にする。さらに、このソフトウェアは大きな柔
軟性を有している。
【００４２】
このライブラリは、以下に説明するように、後述の各グラフィックモジュールに接続され
たタッチスクリーン（１５３）のためのプログラミングインターフェースを備えている。
このプログラミングインターフェースは、接続されたグラフィックモジュールに応じて、
一つまたは複数の外部事象による起動への反応機能を有している。外部事象とはユーザか
ら生じ、オペレーティングシステムによってマウス事象と同等のものとして解釈すること
ができるようにタッチスクリーンのインターフェースによって処理される。このように、
あるゾーンへ触れることは、タッチスクリーンのインターフェースによって、ボタンを押
す事象（ダウン）として、スクリーン上の指の移動はドラッグ事象（ドラッグ）として、
スクリーンから指を放すとボタンの解放（アップ）として認識される。次に、接続されて
いるタッチスクリーンインターフェースによって解釈された各事象は、たとえば他のグラ
フィックモジュールの呼出しによるプログラムのスクロールの変更や、機器の物理的パラ
メータの記憶をもたらすパラメータの変更および該パラメータに関連する電子エレメント
によるその後の使用をもたらすために対応のモジュールに与えられる。
【００４３】
デジタル化され圧縮されたオーディオビジュアルデータは、記憶手段（２１）に保存され
る。
【００４４】
各選択は、ハイファイ品質またはＣＤ品質の二種類のデジタルフォーマットに応じて使用
できる。
【００４５】
図２のフローチャートでは、別々に説明するモジュールはすべて順を追って使用されるよ
うに見えるが、これらのモジュール固有のタスクは、実際には、マルチタスクオペレーテ
ィングシステムを使用する環境では、同時に実行される点に留意されたい。即ち、フロー
チャートは、一つのモジュールが行わなければならない固有のオペレーションを示してお
り、他のモジュールによって行われるあらゆるオペレーションを無効にする他のモジュー
ルへのジャンプを示すものではない。
【００４６】
ＳＳＭと記された第一モジュールはシステムの始動モジュールである。このモジュールは
、唯一つのサービスしか提供しない。つまり、システムが通電された瞬間に自動的にロー
ドされる。システムが正確な記録番号とともに始動した場合には、ＲＭＭと記されたモジ
ュールの「サービス中」モードに直接入る。
【００４７】
ＲＭＭモジュールは、その記録番号が有効化されるとすぐにシステムが入り込む動作モー
ドである「サービス中」モードのモジュールである。このモードにおいては、たとえば、
以下のように予め規定された各事象によってスタートすることができる要求全体を操作す
るために、システムが準備される。
【００４８】
－　クライアントがスクリーンに触れる：クライアントまたはユーザがスクリーンに触れ
ると、システムが、第一プランのセッションのコントロールを、クライアント操作および
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選択モードのためのＣＢＳＭモジュールに移動させる。
【００４９】
－　遠隔信号の受信：一つのコマンドを受取ると、それはシステムコマンドのＳＭＭモジ
ュールによってバックグラウンドセッション中で処理されるのに対して、第一プランのセ
ッションは他の介入のために使用可能なままとなる。
【００５０】
－　システムの不起動を示すタイミングコントロール終了の出現：さまざまなタイミング
装置の一つが起動した場合には、処理のために不起動ルーチンのためのＩＲＭモジュール
に対して一時的にコントロールが与えられる。
【００５１】
システムは、上記の事象のいずれか一つが発生するまで、「サービス中」モード中にとど
まる。
【００５２】
このように、「サービス中」モードのＲＭＭモジュールは、たとえば図８の表示に対応す
るグラフィック表示を可能にするモジュールを備えている。このグラフィックモジュール
は、たとえば、実行「中」と記載されたゾーン（８１）における表示を有するウインドウ
（８０）の表示を可能にする。
【００５３】
第一のウインドウ（８０）中に含まれており、サイズが小さい第二のウインドウ（８２）
は、実行中のディスクのポケットのグラフィック表現を可能にする。英数字パッド（８３
）中にアルバムの演奏中のタイトルが現われ、第二の英数字パッド（８４）中にはアルバ
ムの名称が現われる。第三の英数字パッド（８５）中には、グループのアーティスト名が
現われる。これらの情報は、以下に説明される図７に対応しているアクセスプロセスに応
じたデータベース中に記憶された情報とタイトルの識別番号に基づいて、データベース（
１６）から生じるものである。さらに、このウインドウ（８０）は、タッチスクリーンの
インターフェースモジュールを介して、スクリーンのどのゾーンであっても指の位置を検
知するためのＲＭＭモジュールが、セッションのコントロールを、クライアントによる選
択の検索および選択モードのＣＢＳＭモジュールへ移動させるために、ユーザがスクリー
ン上に指を置くように促す「押してください」または「触れてください」との記述を有す
るゾーン（８６）を有している。
【００５４】
ジュークボックスが演奏せず、ファイルの歌が空になってしまった場合には、スクリーン
は、プロモーション事象を表示する、または、ジュークボックスの管理者によってメモリ
に入れられたサンプル選択を表示するのに使用することもできる。これらの選択サンプル
は、クライアントが歌全体を聴くように促すことを目的としており、これらのサンプルは
アトランダムに行うこともできるし、ジュークボックスの管理者が予備選択することもで
きる。この予備選択は記憶され、ジュークボックスのデータベースにおける検索基準とし
て役立つ。
【００５５】
ＩＲＭモジュールは不起動ルーチンモードである。このモジュールは、アルバムポケット
の表示、システム中に存在する曲目の一部の送信、内部プロモーションを目的とする選択
全体の再生、外部プロモーションを目的とするオーディオ再生、新しい音楽選択について
のプロモーションアナウンス、セカンドソースに向けてのリターン等の予め規定された機
能を実行するルーチンを含んでおり、システムが不起動であり、タイミングコントロール
に対応する予め規定されているが調整可能な一定時間が流れると、これらのルーチンが実
行される。
【００５６】
タッチスクリーン（３３）用のプログラミングインターフェースモジュール（１５３）は
、さまざまなモジュールを備えている。各サブモジュールは、上述のグラフィックモジュ
ールの一つに対応している。
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【００５７】
ＣＢＳＭモジュールは、クライアントの検索および選択モードのモジュールである。この
モジュールへのアクセスは、クライアントがスクリーンに触れると、図８の「サービス中
」モードから開始される。表示によって、ユーザは、強力な検索のために図９または１０
に記された選択メニュをディスプレイ表示し、音楽選択の選択を容易にすることができる
。
【００５８】
図９は、選択メニュの第一の変形例を示しているが、ここでは、モニタのスクリーンがウ
インドウ（９０）の表示を可能にする。このウインドウの内側にはたとえばインデックス
付きの手帳が現われる。手帳のある１ページには、アルバムポケットのディスプレイ表示
ウインドウ（９２）が示され、他のページには、一方ではアルバム内に記されているタイ
トルリスト（９４）と、もう一方では、リストのタイトル（９４）のいずれか一つに触れ
ることによってあらかじめ選択された記録の実行を開始することができる英数字パッド（
９５）が現われる。その結果、たとえばコントラストが高くなることによってタイトルが
明瞭になる。スクリーンの下方には、バンド（９３）が現われ、そこでは複数の小ウイン
ドウ（９３１から９３４）が各々、同一の音楽グループまたは同一の歌手に属する異なる
アルバムポケットのディスプレイ表示を可能にする。方向を示す矢印（９３０、９３５）
は、これらの矢印に軽く触れることによって、小ウインドウ中で、同一グループまたは歌
手について入手可能なディスプレイ表示されていないさまざまなポケットを、上側（９３
０）に向けてもしくは下側（９３５）に向けてスクロールさせることができる。
【００５９】
図１０に示されているインターフェースの他の実施モードにおいては、インターフェース
は二つのサブウインドウに分割されており、第一のサブウインドウ（１００Ａ）は複数の
サブウインドウの小ゾーン（１０１から１０６）を有しており、そこでは一つのアルバム
を含む各ポケットの異なる映像が各サブウインドウ（１０１から１０６）中に現れている
。ここには示されていないが、図９の矢印（９３０、９３５）と同じスクロールの矢印が
、入手可能な他のポケットのスキャニングを可能にする。このウインドウ（１００Ａ）の
補助ゾーン中には、たとえば新作（１１１）、人気アーティスト（１１２）、アーティス
ト名（１１３）、アルバム（１１４）ごとの選択基準が示される。メインウインドウの他
の半分（１００Ｂ）は二つの部分に分けられ、第一の部分には三つの選択基準、つまりカ
テゴリごとの第一の基準（１０９）とインデックスごとの第二の基準（１０８）とエリア
ごとの第三の基準（１１０）がある。他の半分（１００Ｂ）の第二の部分では、ユーザが
、たとえば１９４０年から１９９０年までの半世紀を１０年ごとにカバーするためにそれ
ぞれが１０年分を表示するたとえば英数字パッド（１０７１から１０７６）中に表示され
るいくつかの１０年期間のうちの一つを選択する可能性が示されている。以上からわかる
ように、タッチスクリーンのインターフェースソフトウェアは、表示ゾーンに対応するタ
ッチスクリーンのゾーンの各々に関連しており、選択基準は、データベース中で入手可能
なグラフィックまたは英数字またはオーディオ情報にアクセスするためにデータベースに
おける検索基準として使用される。この基準は、必要に応じて、たとえば、スクリーン上
に映し出されるポケットの最大数に対応するグラフィック情報の数を選択するためにスク
リーン上にただ一度だけ映し出されるウインドウ数の規模を増やすことができる。
【００６０】
また、タッチスクリーン（３３）用のプログラミングインターフェースモジュール（１５
３）は、アクションゾーンまたはスクロール矢印に対応するさまざまなゾーンに軽く触れ
ることにより、正確にこのインターフェースモジュール（１５３）によって解釈されるよ
うに構成されている。
【００６１】
同様に、各グラフィックモジュールは、図７との関連で説明されるデータベース（１６）
の対応する動作を後に可能にするようなモジュールを含む。このデータベースの動作は、
たとえば「ポピュラー」ボタンに軽く触れると、表示パッド（１０１から１０６、あるい
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は９３１から９３４）の各々中に、アルバムの映像と入手可能なポピュラー音楽のさまざ
まなアーチスト名を次々に表示することができる。
【００６２】
マルチタスクオペレーティングシステムは、コードのマルチプルフラグメントを同時に実
行することができ、起動されるさまざまなタスク間の優先順位を管理するために重要なエ
レメントの一つを構成する。
【００６３】
このマルチタスクオペレーティングシステムは、図３に示されているように、タスク間の
優先順位の分解モジュール（１１）を有するコアと、タスクの監視モジュール（１２）と
、滅菌（ｓｔｅｒｉｌｉｚａｔｉｏｎ）モジュール（１３）と通信プロセスモジュール（
１４）とにより組織される。各モジュールは、アプリケーションのプログラミングインタ
フェース（１５）およびデータベース（１６）と通信する。またアプリケーションの数だ
けプログラミングインターフェースが存在する。モジュール（１５）は、キー付切替スイ
ッチ（３２）のための第一のプログラミングインターフェース（１５１）と、遠隔制御（
３１）のための第二のプログラミングインターフェース（１５２）と、タッチスクリーン
（３３）のための第三のプログラミングインターフェース（１５３）と、キーボード（３
４）のための第四のプログラミングインターフェース（１５４）と、支払い装置（３５）
のための第五のプログラミングインターフェース（１５５）と、音声制御回路（５）のた
めの第六のプログラミングインターフェース（１５６）と、ビデオ制御回路（６）のため
の第七のプログラミングインターフェース（１５７）と、電気通信用制御回路（４）のた
めの最後のインターフェース（１５８）を有している。
【００６４】
次第に低くなる優先順位を有する五つのタスクは、オペレーティングシステムのコア（ｃ
ｅｒｎｅ）によって管理されるが、第一のタスク（７６）は最も優先順位が高いビデオ入
出力用であり、レベル２の第二のタスク（７５）は音声に関するものであり、レベル３の
第三のタスク（７４）は電気通信に関するものであり、レベル４の第四のタスク（７３）
はインターフェースに関するものであり、レベル５の第五のタスクは（７０）は管理に関
するものである。こうした優先順位は、一つのタスクが出現あるいは消滅するのに応じて
優先順位の分解モジュール（１１）によって考慮に入れられる。あるビデオタスクが出現
するとすぐに、実行中の他のタスクは中断され、このタスクに優先権が与えられるととも
に、システムのあらゆるリソースはビデオタスクに割当てられる。出力におけるビデオタ
スク（７６）は、二つのバッファ（６６、６７）のいずれか一つに向けて交互に、大容量
メモリ（２１）からビデオファイルをアンロードすることを目的とするのに対して、もう
一方のバッファ（６７、あるいは６６）は、データの圧縮解除後に表示を行うために、ビ
デオコントローラ回路（６）によって使用される。入力においては、ビデオタスク（７６
）は、電気通信バッファ（４６）中で受取ったデータを大容量メモリ（２１）に向けて、
また大容量メモリ（２１）の二つのバッファのいずれか一つ（２６）に向けて移動させる
ことを目的としている。電気通信バッファ（４６）と大容量メモリ（２１）のバッファ（
２６）との間の入力、及び大容量メモリ（２１）のバッファ（２６）とコントローラ回路
（５）の二つのバッファ（５６、５７）のいずれかの出力における、音声タスク（７５）
についても同様である。
【００６５】
図４と関連して、以下にタスクの監視モジュール（１２）について説明する。このモジュ
ールは、優先順位において、ビデオタスクがアクティブであるかどうか、すなわちビデオ
バッファの一つ（６６、６７）が空であるかどうかを決定するために第一のテスト（７６
１）を行う。応答が否定であった場合には、タスクの監視モジュールは、タスクがアクテ
ィブであるかどうか、すなわちバッファ（５６、５７）が空であるかどうかを決定するた
めの第二のテスト（７５１）である次のテストを受ける。さらに否定的応答の場合には、
第三のテスト（７４１）により、コミュニケーションタスクがアクティブであるかどうか
、すなわちバッファ（４６）が空であるかどうかを決定する。テストのいずれか一つに対
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する肯定的な応答の後、タスクの監視モジュール（１２）は、ステップ（１３１）で、メ
モリアクセスの要求ファイル（１３）を満たし、ステップ（１３２）で、大容量メモリ（
２１）とアクティブなタスクに対応するバッファとの間のこの読取りまたは書込み要求を
実行し、さらに、第一のテストに戻る。コミュニケーションの有効性についてのテスト（
７４１）が肯定的であった場合には、スーパバイザ（１２）は、メモリにおいて情報の読
取りまたは書込みが問題になっているかどうかを決定するためにテスト（７４２）を行う
。応答が肯定的である場合には、書込みまたは読取りの要求が、ステップ（１３１）にお
いてファイルに入れられる。反対の場合には、スーパーバイザは、ステップ（７４３）に
おいて、送信または受信が問題になっているかどうかを決定し、送信の場合にはステップ
（７４４）において、中央サーバに対して情報ブロックを送る。受信の場合には、スーパ
ーバイザは、ステップ（７４６）において、コアのバッファが自由にアクセスできるかど
うかを確認し、肯定的な場合には、ステップ（７４７）で与えられたブロックの受信をア
クセプトするために中央サーバに対してメッセージを送る。否定的な場合には、最初のテ
ストに戻る。ブロックの受信後、周期的冗長度タイプのエラー制御ＳＲＣ（Ｃｙｃｌｉｑ
ｕｅ　Ｒｅｄｏｎｄａｎｔ　Ｃｈｅｃｋ）が行われる。定められた番号が記されたブロッ
クが拒否されたあるいはアクセプトされたことを意味する対応するメッセージが中央サー
バに送られることによって、エラーの場合にはステップ（７４０）においてブロックが拒
否され、あるいは反対の場合にはブロックがアクセプトされ、それから最初のテストに戻
る。高いレベルのいかなるタスクもアクティブでない場合には、スーパーバイザは、ステ
ップ（７３１または７０１）において、管理インターフェースのタスクの処理を行い、そ
れから最初のテストに戻る。
【００６６】
図５に示されているように、アクティブまたはレディタスクの検知は、ハードディスク用
ハードウェアまたはソフトバッファ（２６）、インターフェース用バッファ（３６）、電
気通信用バッファ（４６）、音声用バッファ（５６および５７）、ビデオ用バッファ（６
６および６７）におけるそれぞれのテスト（７２１から７６１）によって行われ、それら
のバッファは、中央処理装置（１）に接続された各々のハードウェア装置の各コントロー
ラ回路（２、３、４、５、６）に接続されている。テスト（７２１）は、ディスクの入出
力メモリのバッファ中にデータが存在するかどうかを調べることができ、テスト（７３１
）はクライアントインターフェース装置のハードウェアまたはソフトウェアメモリバッフ
ァ中にデータが存在するかどうかを調べることができ、テスト（７４１）は電気通信装置
のソフトウェアまたはハードウェアメモリバッファ中にデータが存在するかどうかを調べ
ることができ、テスト（７５１）は、音声用のハードウェアまたはソフトウェアメモリバ
ッファ中にデータが存在するかどうかを決定し、テスト（７６１）はビデオ装置のハード
ウェアまたはソフトウェアメモリバッファ中にデータが存在するかどうかを調べることが
できる。これらのバッファの一つまたはいくつかがデータでいっぱいになっている場合に
は、スーパーバイザ（１２）は、活動を示す論理状態における材料に対応するハードディ
スク用の一つまたはいくつかのステータスバッファ（８２１）、インターフェース用バッ
ファ（８３１）、電気通信用バッファ（８４１）、音声用バッファ（８５１）とビデオ用
バッファ（８６１）の位置をそれぞれ決定する。
【００６７】
そうでない場合には、スーパーバイザのステータスバッファは、不起動を示す値をとり、
ステップ（８００）に戻される。
【００６８】
システムのオペレーションステータスは、ハードディスクにより保たれる。
【００６９】
注目すべき事象が開始されるたびに、システムはそれをただちにディスクに記録する。
【００７０】
このように、電気的故障あるいはまた装置の損傷の発生といった万一の場合には、システ
ムは正確に、中断された場所において再起動することができる。
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【００７１】
オペレーションステータスのバックアップが生じる事象は、以下の通りである。
【００７２】
－　金銭の投入（現金の追加）、
－　待ち行列への選択の追加、
－　選択の終了（現在リスニング中の選択の変更）。
【００７３】
ファイルは、処理装置によってのみ読取り可能な機械フォーマットにあり、６４バイト以
上ではない。
【００７４】
実際に、一方では、ビデオタスクに最も高い優先順位を与えながらのタスクの管理モード
によって、もう一方では、各タスクに関するステータスバッファ及びデータを一時的に記
憶するために各タスクに割当てられたハードウェアまたはソフトウェアバッファにより、
ビデオすなわちアニメ映像表示の可能性を与えるマルチタスクオペレーティングシステム
及び唯一つの中央処理装置を用いて、処理される情報がそれほど複雑でないグラフィック
表現とは異なるタスクをすべて管理させることが可能である。こうしたビデオ表示の使用
はまた、音声コントローラ回路（５）が、音声処理中に、音声データの次の転送を待ちな
がらビデオのバッファ（６６、６７）の一つに向けてビデオデータを転送できるように、
十分に圧縮された量のデータを記憶するために十分な規模のバッファを備えていることに
より、音声処理を損なうことなく行うことができる。
【００７５】
さらに、ツールとサービスの集合を含むライブラリを備えたマルチタスクオペレーティン
グシステムは、記憶手段中にそれを組込んでおり、その結果大きな柔軟性がもたらされる
ことから、操作を著しく容易にすることができる。これにより、単純かつ効果的な方法で
、音声の再生と、映像やグラフィックの表示と、ビデオのアニメーションとユーザとのイ
ンターフェースを同時に管理しながら、マルチメディアの世界を創りだすことが可能であ
る。データベース（１６）は、図７に示されているように、複数のベースで構成されてい
る。
【００７６】
第一のベース（１６１）はオーディオビジュアルである曲のタイトルに関するものであり
、第二のベース（１６２）はアーティストに関するものであり、第三のベース（１６３）
はラベル（ＬＡＢＥＬ）に関するものであり、第四のベース（１６４）はアルバムに関す
るものであり、第五のベース（１６５）は使用料に関するものである。第一のベース（１
６１）は曲のタイトルを示す第１の情報（１６１１）をもっており、第２の情報（１６１
２）は製品の識別を行うものである。第３の情報（１６１３）ではカテゴリ、すなわち、
ジャズ、クラシック、ポピュラー等々を知ることができる。第４の情報（１６１４）では
改訂日を知ることができる。第５の情報（１６１５）では、曲を演奏するために必要な長
さを秒数で知ることができる
第６の情報（１６１６）は、使用料のベースとの関係である。
【００７７】
第７の情報（１６１７）はアルバムとの関係である。第８の情報（１６１８）は、ラベル
「ＬＡＢＥＬ」との関係である。
【００７８】
第９の情報（１６１９）は、ジュークボックスの管理者にとっての購入コストを示してい
る。
【００７９】
第１０の情報（１６２０）は、各曲の演奏のための使用料コストを示している。
【００８０】
第１１の情報（１６１０）はアーティストのベースとの関係である。これはまたアーティ
ストの識別によって構成されている。アーティストのデータベースは、情報（１６２１）
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によって構成されているアーティストの識別以外に、アーティスト名またはグループ名で
構成されている第２の情報（１６２２）を有している。
【００８１】
アルバム情報のベースは、タイトルベースの第７の情報（１６１７）との関係を構成する
アルバムの識別である第一の情報（１６４１）を有している。第２の情報（１６４２）は
タイトルを構成し、第３の情報（１６４３）はアルバムの改訂日によって構成され、さら
に第４の情報（１６４４）はラベル（ＬＡＢＥＬ）の識別によって構成されている。
【００８２】
オーディオまたはオーディオビジュアル選択が演奏中である時、スクリーンに軽く触れる
ことによって、それぞれのアルバムのアーティスト名による検索が行われ、ベース中で使
用可能な同一歌手またはグループのさまざまなアルバム数が表示される。この数は表示パ
ッドまたはウインドウ数に対応する。アルバム数がウインドウ数ｎより多い場合には、ソ
フトウェアは、演奏されたアルバムに続く対応するｎ枚のアルバムのみを表示し、ユーザ
は、スキャニング用矢印に触れることによってそれらを見ることができる。ジュークボッ
クスが音楽の曲またはオーディオビジュアルの選択を演奏していない時には、プログラム
は、たとえばデータベースをランダムにスキャニングすることによって、ランダム選択ま
たはプログラムによって規定された他の選択基準によってデータベース中で使用可能なさ
まざまなポケットの映像ロットが規則正しい間隔で表示される。選択基準に関連のスクリ
ーンゾーンに軽く触れると、該基準に対応しているデータのデータベース内の検索プログ
ラムが起動され、次に起動した基準のベースで選択されたデータに対応する映像を各ウイ
ンドウに表示するために、表示管理ソフトウェアにそれらのデータを送ることができる。
【００８３】
技術者による改良はすべて、本発明の一部をなす。たとえば、バッファについて述べると
、バッファは、それらが用いられる回路上に物理的に存在することも可能であり、また、
システムのメモリ中に記憶場所を確保しながらソフトウェアによって作りだすこともでき
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を構成する装置の電気ブロック図である。
【図２】タスク特有のサービスモジュールを表わすとともに、マルチタスクオペレーティ
ングシステムを用いて管理されるフローチャートを示す図である。
【図３】ハードウェアおよびソフトウェア手段全体を管理するマルチタスクシステムの構
成を示す図である。
【図４】マルチタスク管理システムの動作を説明するフローチャートである。
【図５】タスクの能動性をチェックするフローチャートを示す図である。
【図６】選択を待ち行列に入れるフローチャートを示す図である。
【図７】データベースの構成を示す図である。
【図８】オーディオビジュアル再生システムが選択された記録を演奏する時に行われるグ
ラフィック表示を示す図である。
【図９】選択メニュの第一の実施モードに対応するグラフィック表示の例を示す図である
。
【図１０】選択メニュ有効化の第二モードに対応するグラフィック表示を示す図である。
【符号の説明】
１　中央処理装置
２　大容量メモリ制御回路
３　入力制御回路
４　電気通信制御回路
５　音声制御回路
２１　大容量記憶手段
３２　タッチスクリーン
８０、８２　ウインドウ
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【図７】 【図８】
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